
都市再生整備計画（第２回変更）

藍住
あ い ず み

地区

徳島県　藍住町
あいずみちょう

平成３１年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 30 ha

平成 27 年度　～ 平成 31 年度 平成 27 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 25 31

人／年 25 31

都道府県名 徳島県 藍住町
あいずみちょう

藍住
あいずみ

地区

計画期間 交付期間 31

地域交流から育まれるまちづくり
①文化芸術活動を通じて自らを表現できるまちづくり
②世代間交流を促すまちづくり

・藍住町は、平成22年の国勢調査では人口が33,338人と四国の町村の中で最も多く、平均年齢は41.88歳と四国の町村で２番目に若い町である。
・本地区は、人口増加を背景とした発展を遂げる中で、文化、保健福祉、防災などを担う施設が集積している。
・藍住町は、宅地化に伴う都市化が進み、町民の日常生活の利便性は大きく向上している。しかしながら、急速な宅地化が進んだことに伴いコミュニティが希薄になりつつあり、地域交流の推進と活性化が求められている。
・藍住町においても高齢化が進行しているほか、人口も平成32年をピークに緩やかな人口減に転じることが推計されており、今後は少子高齢化・人口減少社会が到来する中、地域の活性化を図る上で将来を担う子どもたちへの期待は高く、より良いまち
づくりを行うためには子どもたちの感受性をはぐくむ取組を推進するとともに、「真に発展した町とは何か」を原点に、すべての人が生活に潤いを持てる新たな取り組みが必要である。

・都市化が進む一方で、急速な宅地化はコミュニティの希薄化を招いており、都市機能の低下が懸念されている。
・高齢者人口が年少者人口を上回っている状況であり、少子高齢化と核家族化が進む中、子どもたちに託す期待はこれまで以上に大きなものとなっている。今後は、少子高齢化に伴う人口構造の変化を見据えた取組が求められており、地域が子どもた
ちの成長を促し、地域で高齢者や障がい者を支えることができるコミュニティづくりが求められている。
・個性と想像力に富んだ多彩な人材が育つ町を実現するためには、まちづくりの基礎となるコミュニティの活性化が必須であり、次代を担う人材を育むことができる環境づくりが重要課題となっている。このことから、地域間・世代間交流を促す取組を強化
し、大人はもとより未来を託す子どもたちを交えた活動の推進が必要となっているほか、あらゆる地域・世代の人が一堂に会し、互いを理解し合える交流機会の創出が課題となっている。また、地域交流を促し発展させていくためには、文化芸術交流の拠
点整備だけでなく、地域に点在する文化歴史的資源の積極的活用が求められている。

・平成18年に策定した第4次藍住町総合計画では「生きがいのある文化のまち」を掲げ、文化芸術活動の推進や場の充実のほか、文化財に親しむ機会を増やし、文化遺産を活用したまちの活性化を図ることとしている。また、平成21年9月に策定した藍住
町都市計画マスタープランでは「公共施設の集積・充実を図り文化・住民活動の拠点として人や文化が出会い交流する中心核の形成」を掲げており、これらを実現するため、地域間・世代間交流の推進に向けた新たなまちづくりを目指す。
・地域コミュニティが共助によって活気づくよう、町民同士が互いを理解し合える交流の場を創出するとともに、暮らしに潤いを持てる事業を展開し、地域の様々な生活場面で協力関係が生まれるまちづくりを推進することとしている。
・町民一人一人の感性を育み、個性を尊重し、自己表現できる場所を創出するための文化ホールを構築し、小中学生と高齢者による文化芸術発表会を開催するほか、講座、教室、ワークショップ、アウトリーチ活動など多様な取組を展開することによって
交流を促すこととしている。また、これらの活動に止まらず、地域に点在する文化歴史的資源を活用し、文化や史跡に直に触れたり体験できる機会を増やし、感じたことや学んだことを交流拠点施設で発表するといった交流拠点と文化歴史的資源の相互
連携を強化することによって、地域間・世代間交流の輪を広げ、人を育て育むこととしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

10,000

子どものイベント等参加者数 イベント等への中学生以下の参加者数の増加（延べ人数） 子どもの感受性を育むための交流活動の推進 1,700 2,500

文化ホール利用者数 利用者数の増加（延べ人数） 文化芸術活動を通じた世代間・地域間交流の推進 5,400



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
①文化芸術活動を通じて自らを表現できるまちづくり
・文化芸術活動や住民活動の拠点として、人と文化が出会い交流することができる場所づくりを図るため、文化ホール（文化芸術交流拠点施設）を整備す
る。
・文化芸術活動を通じた交流を推進し、コミュニティの活性化を促すことができるよう、中心核の形成に向けた施設整備を図る。
・多様化するニーズに対応し、新たなサービスの提供と利便性の向上が図れるまちづくりを推進するため、公共施設の複合化を図る。

■基幹事業　　高次都市施設（地域交流センター）（（仮称）藍住町文化ホール・公共施設複合化事
業）
■基幹事業　　道路（町道勝瑞中富線整備事業）
○関連事業　　公共施設複合化事業

②世代間交流を促すまちづくり
・交流・防災広場を設け、日常は交流・憩いの場として、災害時にはテント設営・炊き出し場所等の防災用スペースとして活用できるよう整備を図る。
・地域間・世代間交流を推進するため、高齢者を対象とした子どもたちによる文化芸術発表会を開催する。
・地域に点在する文化歴史資源を活用するとともに、拠点施設との連携を図ることによって交流を推進する。

■基幹事業　　高次都市施設（地域交流センター）（（仮称）藍住町文化ホール・公共施設複合化事
業）
■基幹事業　　地域生活基盤施設（広場）（交流・防災広場整備事業）
■基幹事業　　道路（町道勝瑞中富線整備事業）
○関連事業　　小・中学生文化芸術発表会
○関連事業　　文化歴史資源活用事業

【総合計画・都市計画マスタープランの実現】
◆平成18年に策定した第4次藍住町総合計画で掲げる「生きがいのある文化のまち」、平成21年9月に策定した藍住町都市計画マスタープランで掲げる「公共施設の集積・充実を図り文化・住民活動の拠点として人や文化が出会い交流する中心核の形
成」を実現するため、文化ホールを含む複合施設の整備方針を定めた「（仮称）藍住町文化ホール・公共施設複合化事業基本構想」を策定し、文化芸術活動の普及や地域間・世代間交流の推進に向けた新たなまちづくりを目指す。

【複合施設】
◆文化ホールを含む複合施設を、本町における新たなまちづくりのモデル事業と位置づけ、①文化の薫る町づくり、②いきいきと暮らすことができる町づくり、③防災対策が充実した町づくり、④行政効果を高める町づくりの４つのコンセプトを掲げ、文化・
保健・福祉など多種事業を融合することにより、町民が健康で文化的な生活を送り、交流の中で喜びを分かち合うことができるまちづくりの展開を図る。

【目標の実現に向けて】
◆世代間・地域間交流の推進には、大人はもとより町の未来を担う子どもたちの成長を促す取組が必要であり、感性を磨き、はぐくみ、自らを表現することができる事業展開を図るため、小・中学校との連携を強化することとしている。
◆藍染め文化を伝承する「藍の館」や国史跡に指定されている「勝瑞城館跡」など、文化芸術交流を推進する上で重要な要素である文化歴史的資源の活用を図ることとしている。
・藍の館
　 全国でも珍しい藍の専門資料館として平成元年8 月に開館しており、藍染体験や民俗資料の見学ができ、地元はもちろん全国的にも人気が高く、来場者数も平成24年には3万人を数えるなど地域が全国に誇る文化施設である。また、敷地内の徳島県
指定有形文化財「奥村家住宅」は、藍の文化や当時の暮らしを間近に感じ、思いをはせることができる重要な建築物である。
・勝瑞城館跡
 　戦国時代末期に阿波を支配した三好氏の居館があったのが藍住町勝瑞であり、平成6 年から始まった発掘調査によって、徳島の歴史に新たな１ページが加わっている。大きな濠や庭園跡、礎石建物跡の発見、そして、大量の遺物が出土しており、そ
の中には稀少な陶磁器などが含まれていたことから、勝瑞城館跡は戦国時代に阿波の実権を握っていた三好氏の城館跡であるとして平成13 年1 月29 日に国史跡として指定されている。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 藍住町 直
新設 L=206m
改良 L=165m

30 31 30 31 206.9 206.9 206.9 206.9

道路

道路

道路（都市再構築戦略事業）

公園

公園（都市再構築戦略事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 緑地、広場 藍住町 直 2843 m
2 30 31 30 31 99.8 99.8 99.8 99.8

高質空間形成施設

高次都市施設 藍住町 直
文化ホール3,523㎡

駐車場6,263 m
2 27 31 27 31 3,835.5 3,835.5 3,835.5 2,100.0

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,142.2 4,142.2 4,142.2 0.0 2,406.7 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 …B

合計(A+B) 2,406.7
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
藍住町 1,600 m2 ○ H27 H31 642.4

藍住町 500 人 ○ H31 H31 0.5

藍住町 650 人 ○ H31 H31 1.0

合計 643.9

小・中学生文化芸術発表会 （仮称）藍住町文化ホール

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

公共施設複合化事業 福祉センター他4施設

文化歴史資源活用事業 藍の館、勝瑞城館跡等

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

交流・防災広場

地域交流センター

交付期間内事業期間
細項目

町道勝瑞中富線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 2,406.7 交付限度額 962.6 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

藍住
あいずみ

地区（徳島県藍
あいずみちょう

住町） 面積 30 ha 区域 藍住町奥野字矢上前の一部と藍住町矢上字原の一部

30ha

藍住地区

都市再生整備計画区域

県道225号

勤労青少年ホーム

保健センター

町民会館

緑の広場管理棟

緑の広場

福祉センター

藍住町役場

町道勝瑞中富線


